
本資料の使用に際してのお願い

• この資料の著作権は、大阪市立大学REDCap
グループに帰属します。

• 大阪市立大学が運用するREDCapを用いた研
究等の運用目的を除き、本資料の全部又は一
部を承諾なしに公表又は第三者に伝達する事
はできません。

• 資料提供についてのご要望ありましたら、以下
まで問合せ下さい。
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3. パスワードの設定を行う

4.秘密の質問の設定

5.完了

1.ユーザIDの発行を行う

2.ユーザID発行のメールを受信

REDCapへの初回ログイン
（学外ユーザ向け）

• アカウントの申請は、該当研究の責任者の管
理の元、実施して下さい。

• 学外の方で新規ユーザ発行を希望する場合
は、該当研究のREDCapの管理者にユーザID
の申請の依頼をして下さい。

• ユーザIDの申請に際し、
「施設のメールアドレス」、
或いは「UMINアドレス」をご準備下さい。

• フリーメール、個人契約されている一般のプロ
バイダのメールは使用できません。

sidai.taro@med.osaka-cu.ac.jp

ユーザID申請時アドレス（施設アドレス or UMINアドレス）

redcap@med.osaka-cu.ac.jp

上記リンクをClickして、パスワード設定画面を呼び出し

REDCapのユーザID

パスワード設定のリンクが表示されない場合

以下の何れかの方法で確認をして下さい。
 件名は「REDCap access granted」ですか？

「REDCap project access granted」ではありませ
ん。ご注意下さい。

 受信したメーラ（Outlook、Thunderbirdなど）で、
HTMLメールが受信可能になっていますか？

 受信したメールをWebで閲覧可能なメールに
転送し、リンクが表示されないか確認

 施設のメールの管理者に相談する

何れの方法でも解決しない場合、
ユーザID発行の担当者経由で、大阪市立大学の
REDCapヘルプデスクにお問合せ下さい。

２回同じ内容を入力

• パスワードは、９文字以上
• 英小文字（a-z）、英大文字（A-Z）、数値（0-9）の

組合せです。 例） aA3456789

• 設定したパスワードを忘れた時にご自身で復
旧する為の秘密の質問の設定画面です。

• 必ず設定して下さい。

1. ドロップダウンから、質問を選択

2. 質問に対する回答を入力

次回以降、以下のURLからログインが可能です

ocu.jp/redcap-saas

REDCapに関する質問は？
⇒ 該当研究の窓口に連絡を！

パスワードを忘れたら？
⇒秘密の質問（手順4）を設定していると、ご自
身でリセット可能◎
⇒設定していない場合は、該当研究の窓口に
連絡を！

http://ocu.jp/redcap-saas


4. 秘密の質問の回答を入力

5.パスワードリセットの
メール送信の完了

6.メールの受信

1.前提

2. REDCapのログイン画面を表示

3.パスワード復旧リクエスト

REDCapパスワードリセット方法

• REDCapのユーザIDを持っている
⇒ 施設アドレス or UMINアドレス

• 秘密の質問を設定している

1. 秘密の質問を入力（大文字小文字の区別なし）

2. [送信]ボタンをクリック

[短縮URL] ocu.jp/redcap-saas

1. UsernameにユーザID（施設アドレス or UMIN
アドレス）を入力

2. [Verify username]ボタンをクリック

以下のような画面が表示された場合

 ユーザIDの入力が誤っていないか確認を！

解決しない場合は、初回ログイン手順4の「秘密

の質問を設定していない」事が原因です。ユーザ
ID発行の担当者経由で、大阪市立大学の
REDCapヘルプデスクにお問合せ下さい。

自分が選択した
← 秘密の質問が表示される

“sidai.taro@med.osaka-cu.ac.jp”.

ユーザID申請時アドレス（施設アドレス or UMINアドレス）

redcap@med.osaka-cu.ac.jp

• メールの件名は異なりますが、基本的な操作
は初回ログインと同じになります。

• 初回ログインの手順を参考に、設定下さい。

• パスワードリセット上の注意事項
REDCapでは、過去に使用したパスワードの
うち、直近５世代分は設定できません。

http://ocu.jp/redcap-saas


（参考）

• 秘密の質問の設問一覧

• 連絡先アドレスの変更

• 追加アドレスの設定

1. REDCapにログイン

2. My Profileを表示

3.秘密の質問のリセット

4.秘密の質問の再設定

REDCap秘密の質問のリセット方法
（My Profileで設定が可能な内容）

[短縮URL] ocu.jp/redcap-saas

※アカウントは、事前申請が必要です
Username … 施設のメールアドレス or UMINアドレス
Password  … 利用者がご自身で設定されたパスワード

• 初回ログインの手順4と同様の秘密の質問の
設定画面がポップアップします。

• 初回ログインを参考に、設定下さい。

• Primary emailが連絡先アドレスです。
• 原則、ユーザIDと同じとなっていますが、もし

変更をご希望の場合は、この画面で変更を行
う事が可能です。

• 追加アドレスは、主にSurvey機能を利用する
時に活用できます。

• Surveyの差出人として研究固有のアドレスな

どを使用したい場合は、追加アドレス
（Secondary email、Tertiary email）に指定して
下さい。

• 該当Projectにアサインされているユーザの

メールアドレスが差出人として設定が可能に
なります。

• メールアドレスを変更、設定する場合、認証な
ども必要になりますので、必ず手続きを完了
させるようにして下さい。

taro.sidai@med.Osaka-cu.ac.jp

taro.sidai@med.Osaka-cu.ac.jp

http://ocu.jp/redcap-saas


4. 新規症例の追加

5.入力する画面の選択

6.画面入力内容の保存

1. REDCapにアクセス

2.該当Projectの呼出し

3.該当Projectのページが表示

REDCapへのデータ入力方法
（自動発番Project）

1. メニューの[Add/Edit Records]リンクをクリック
2. [Add new record]ボタンをクリック

[短縮URL] ocu.jp/redcap-saas

※アカウントは、事前申請が必要です
Username … 施設のメールアドレス or UMINアドレス
Password  … 利用者がご自身で設定されたパスワード

1. [My Projects]リンクをクリック
2. 該当の研究のProjectのリンクをクリック

← Projectのタイトル

メニュー 選択したメニューに対応した
詳細ページが表示される

データ入力でよく使用す
るのは、左メニューの上
部にある
”Data Collection”の項

1. Record Home Pageが表示される

2. 設定されているスケジュールから、入力した
い画面の○をクリックし、画面を呼び出す

※ボタンにより、動作が変わります
Save & Exit Form … 保存後、該当症例のRecord Home Pageに。
Save & Stay … 保存後、現在の画面のまま。
Save & Go To Next Form … 保存後、次の画面を表示。
Save & Exit Record … 保存後、Add / Edit Recordsの画面を表示。
Save & Go To Next Record … 保存後、次症例のRecord Home Pageに。

※入力の状況により、Form Statusを手動で選択
●Incomplete … 未完、●Unverified…確認必要、 ●Complete…完了

http://ocu.jp/redcap-saas


4. 新規症例の追加

5.入力する画面の選択

6.画面入力内容の保存

1. REDCapにアクセス

2.該当Projectの呼出し

3. 該当Projectのページが表示

REDCapへのデータ入力方法
（手動での症例番号記入Project ）

1. メニューの[Add/Edit Records]リンクをクリック
2. 症例番号を入力
3. [Enter]キーをクリック

[短縮URL] ocu.jp/redcap-saas

※アカウントは、事前申請が必要です
Username … 施設のメールアドレス or UMINアドレス
Password  … 利用者がご自身で設定されたパスワード

1. [My Projects]リンクをクリック
2. 該当の研究のProjectのリンクをクリック

← Projectのタイトル

メニュー 選択したメニューに対応した
詳細ページが表示される

データ入力でよく使用す
るのは、左メニューの上
部にある
”Data Collection”の項

1. Record Home Pageが表示される

2. 設定されているスケジュールから、入力した
い画面の○をクリックし、画面を呼び出す

※ボタンにより、動作が変わります
Save & Exit Form … 保存後、該当症例のRecord Home Pageに。
Save & Stay … 保存後、現在の画面のまま。
Save & Go To Next Form … 保存後、次の画面を表示。
Save & Exit Record … 保存後、Add / Edit Recordsの画面を表示。
Save & Go To Next Record … 保存後、次症例のRecord Home Pageに。

※入力の状況により、Form Statusを手動で選択
●Incomplete … 未完、●Unverified…確認必要、 ●Complete…完了

入力して、[Enter]

http://ocu.jp/redcap-saas


方法３．既存レコードの内容から
症例を検索して呼出し

（Add / Edit Records）

方法４．レポートからの呼出し

 はじめに

方法１．症例番号からの呼出し

（Add / Edit Records）

方法２．一覧からの呼出し

（Record Status Dashboard）

1. メニューの[Add/Edit Records]リンクをクリック
2. Choose an existing ….の項にある

ドロップダウンリストから、既存レコードを選択

処理を行いたいProjectの画面呼出しまでの方法は、データ入力方法のマニュアルを参照のこと。

REDCap既存データの呼出し方法

1. 既存データの全画面のステータスが一覧表
示される

2. 入力、参照したい症例の該当の〇を選択

※一覧の上部では、Data Access Groupsでの絞り
込みも可能です（権限のあるユーザのみ）

1. 画面下部のData Searchのメニューを使用
2. Choose a field to searchの項から画面の入力

項目を選択
3. Search queryに文字を入力
4. 該当するレコードのTop10が表示
5. 表示された中からレコードを選択

該当研究でレポートを設定している場合、
且つ、そのレポートでRecord IDを表示している場
合は、表示された一覧のRecord IDをクリックする
と該当レコードの画面が表示されます。
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